
投資会社のロングリーチグループ、ITサービスのジャパンシステム＜9
758＞をTOBで子会社化

ジャパンシステムは、独立系投資会社のロングリーチグループ傘下のJSLホールディングス合同会社（
東京都千代田区）が同社に対して完全子会社化を目的にTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表し
た。ジャパンシステムはTOBに賛同を表明した。TOBが成立すれば、ジャパンシステムはジャスダック
上場が廃止となる。

ジャパンシステムは米ITサービス企業DXCの子会社で、システム構築・運用を主力とする。現在、DXC
のグループ企業（DXC
US）がジャパンシステムの株式53.67％を保有する。ロングリーチグループはTOBを通じて、DXC
US以外の株主が保有する46.33％を買い付ける。そのうえで、ジャパンシステムがDXC
USの全保有株式について自己株取得を実施する。

ジャパンシステム株の買付価格は1株につき590円で、TOB公表前日の終値409円に44.25％のプレミア
ムを加えた。買付予定数は1206万3005株で、下限は所有割合13％にあたる338万4400株。買付代金
は最大71億1717万円。買付期間は12月25日～2021年2月15日。決済の開始日は2021年2月22日。公
開買付代理人は野村証券。

ジャパンシステムは1969年に東京ソフトウェアサービスとして設立。ソフト受託開発で実績を積み、1
988年に店頭市場（現ジャスダック）に上場した。経営危機をきっかけに1990年代から一貫して米企
業の傘下にあり、2017年からはDXCが最終親会社。


